


































平成23年11月1日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名工建設株式会社

　　　　　　　　　　　　平成２４年３月期 　第２四半期決算発表

１．全体概況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　　　　　　　　　　　(単位：百万円)

　　（１）当第2四半期累計期間（以下、中間期、あるいは上期といいます）の受注は、前年比11,069百

　　　　万円（31.5%）減少し24,108百万円となりました。主な減少要因は、受注環境が従来にも増して

　　　　厳しかったことと、前年の受注高が著しく好調であったことの反落事象であります。

期 68 69 70 71

年度 20/9 21/9 22/9 23/9

受注高 25,640 26,265 35,177 24,108 △11,069 33,000

売上高 24,047 29,051 29,087 31,962 2,874 31,000

営業利益 △567 △180 287 106 △181 170

経常利益 △441 △111 368 185 △183 240

四半期純利益 △415 △49 134 33 △101 130

期初計画前年比

厳しか た とと、前年 受注高が著しく好調であ た と 反落事象であります。

　　（２）売上高は期初手持工事高の増加等により、前年比2,874百万円（9.9％）増加し31,962百万円

　　　　となりました。

　　　　売上高の内訳は、完工高が31,640百万円（前年比2,963百万円、10.3％増加）、兼業事業売上

　　　　高が322百万円（前年比88百万円、21.6％減少）であります。

　　（３）売上総利益は、前年比365百万円（13.2％）減少して2,404百万円となりました。

　　　　減少要因は、工事利益率が低下して完成工事総利益が前年比273百万円減少したことと、兼業

　　　　事業総利益も前年比92百万円減少したことにあります。

　　　　なお、工事利益率の低下要因は完成工事高に占める低採算工事の割合が大きかったことにあり

　　　　ます。

　　（４）販売費及び一般管理費は、経費節減や貸倒引当金の戻入などにより前年比184百万円減少し

　　　　ました。この結果、営業利益は前年比181百万円減少して106百万円となりました。

　　　　営業外収支の黒字額は78百万円（前年比2百万円減少）となりましたので、経常利益は前年比

　　　　183百万円減少して185百万円となりました。

　　（5）特別損益では、有価証券売却益32百万円、有価証券評価損97百万円などが発生し、差引き

　　　　79百万円の損失となりました。

　　　　以上の結果、税金等調整前当期純利益は105百万円（前年比185百万円減少）、当期純利益は

　　　　33百万円（同101百万円減少）となりました。

期 68 69 70 71

年度 20/9 21/9 22/9 23/9

受注高 25,640 26,265 35,177 24,108 △11,069 33,000

売上高 24,047 29,051 29,087 31,962 2,874 31,000

営業利益 △567 △180 287 106 △181 170

経常利益 △441 △111 368 185 △183 240

四半期純利益 △415 △49 134 33 △101 130

期初計画前年比
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２．発注者別の受注・売上状況

　（１）受注高　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                 　　　　（単位：百万円、％）

　　　　・当中間期の発注者別受注内訳は、前年同期と比べると、3部門ともに減少しましたが、とり

　　　　　わけ官公庁の受注が大きく減少しました。

　　　　・全般的に受注環境は厳しさが増してきており、今後の受注確保は容易ではありませんが、

　　　　　鉄道関係の受注に加え官公庁と民間部門の受注活動を強化し、期初計画の達成に努め

　　　　　ます。

　（２）売上高　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　               　　　　　　（単位：百万円、％）

21/上期 構成比 22/上期 構成比 23/上期 構成比 前年比

官公庁 6,319 24.1 7,269 20.7 2,892 12.0 △4,376

鉄道関係 13,064 49.7 17,857 50.8 12,574 52.2 △5,282

民間 6,882 26.2 10,050 28.5 8,640 35.8 △1,409

計 26,265 100 35,177 100 24,108 100 △11,069

21/上期 構成比 22/上期 構成比 23/上期 構成比 前年比

官公庁 3,392 11.8 4,765 16.6 5,574 17.6 808

鉄道関係 15,602 54.1 17,835 62.2 17,555 55.5 △280

民間 9,844 34.1 6,075 21.2 8,510 26.9 2,434

小計 28,839 100 28,676 100 31,640 100 2,963

兼業売上 211 　　　－ 411 　　　－ 322 　　　－ △88

合計 29,051 　　　－ 29,087 　　　－ 31,962 　　　－ 2,874

　　　　・官公庁は、前年度の受注増加を反映して、今期の売上高が増加しました。

　　　　・鉄道関係は、堅調な受注に支えられて高水準の売上高を確保できました。

　　　　・民間は、前年度の受注増加を反映して、今期の売上高が大きく増加しました。

　　　　

21/上期 構成比 22/上期 構成比 23/上期 構成比 前年比

官公庁 6,319 24.1 7,269 20.7 2,892 12.0 △4,376

鉄道関係 13,064 49.7 17,857 50.8 12,574 52.2 △5,282

民間 6,882 26.2 10,050 28.5 8,640 35.8 △1,409

計 26,265 100 35,177 100 24,108 100 △11,069

21/上期 構成比 22/上期 構成比 23/上期 構成比 前年比

官公庁 3,392 11.8 4,765 16.6 5,574 17.6 808

鉄道関係 15,602 54.1 17,835 62.2 17,555 55.5 △280

民間 9,844 34.1 6,075 21.2 8,510 26.9 2,434

小計 28,839 100 28,676 100 31,640 100 2,963

兼業売上 211 　　　－ 411 　　　－ 322 　　　－ △88

合計 29,051 　　　－ 29,087 　　　－ 31,962 　　　－ 2,874
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３．財政状態

　

　　  　・当第2四半期末の総資産は、前年同期比では、売上高増加に伴い完成工事未収入金等が増

　　　　　加（3,108百万円）しましたので、その他の各種資産は総じて減少しましたが、全体では1,479

　　　　　百万円の増加となりました。

　　　　・当第2四半期末の純資産は、前年同期比では純利益増加に伴う利益剰余金の増加（1,004百

　　　　　万円）や、鉄道・建設関連の保有株価が回復し「その他有価証券評価差額金」も増加（259百

　　　　　万円）しましたので、全体では1,268百万円増加しました。

　　　　　今期中でみますと、配当金支払いのほか、株価下落により「その他有価証券評価差額金」が

　　　　　82百万円減少しましたので、純資産は172百万円減少しました。

　　　　・以上の結果、当第2四半期末の自己資本比率は前年比1.4％向上して35.8%となり、１株当た

　　　　　り純資産は同51.24円増加して824.28円となりました。

４ 通期の見込み

23/3期

実績 当初 今回 増減

受注高 76,659 76,500 76,500 0

売上高 74,106 77,000 77,000 0

営業利益 2,150 2,000 2,000 0

経常利益 2,252 2,100 2,100 0

当期純利益 1,352 1,100 1,100 0

１株当り配当金 　5＋5円 5＋5円 5＋5円 0

24/3期見通し

22/9 23/3 23/9 年間増減

55,425 59,017 56,904 1,479

19,714 21,155 20,982 1,268

34.4 34.8 35.8 1.4

773.04 831.20 824.28 51.24１株当たり純資産（円）

総資産（百万円）

純資産（百万円）

自己資本比率(％)

４．通期の見込み

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

　　　　　　・受注高、売上高、利益ともに、修正・変更はありません。

　　　　　　・第2四半期までの進行状況では、受注高は当初計画を下回って推移しておりますが、今後

　　　　　　　の挽回を見込んでおります。

　　　　　　・売上高は当初計画を若干上回って推移しておりますが、概ね計画通りとなる見通しです。

　　　　　　・営業利益・経常利益・当期純利益は当初計画を下回って推移しておりますが、今後の採算

　　　　　　　向上が期待できますので、通期の見通しは変更ありません。

　　　　　　・配当については、今年度も安定収益の確保を見込むことができ、十分な配当原資もあります

　　　　　　　ので、計画通り中間・期末の合計で10円配当を継続する予定です。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以　上 　

23/3期

実績 当初 今回 増減

受注高 76,659 76,500 76,500 0

売上高 74,106 77,000 77,000 0

営業利益 2,150 2,000 2,000 0

経常利益 2,252 2,100 2,100 0

当期純利益 1,352 1,100 1,100 0

１株当り配当金 　5＋5円 5＋5円 5＋5円 0

24/3期見通し

22/9 23/3 23/9 年間増減

55,425 59,017 56,904 1,479

19,714 21,155 20,982 1,268

34.4 34.8 35.8 1.4

773.04 831.20 824.28 51.24１株当たり純資産（円）

総資産（百万円）

純資産（百万円）

自己資本比率(％)
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